
地域座談会（中北条地区） 意見交換記録 

と き  平成２３年５月９日（月曜日） 
                        午後７時３０分から午後９時３０分 

ところ  ＪＡ北条支所 
                   参加者  １６人 
番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 

1 高齢者サーク

ル活動支援事

業について 

●老人クラブが主体となって行う

場合は事業対象になるのか。 

 

 

 

●また、毎週実施となっているが

季節によって集まりにくいときも

あるため、回数に対しての金額で

の助成はできないか。 

●老人クラブとしての活動に対し

てはすでに補助金があるので、対

象とはなりません。老人クラブの

活動以外の取り組みは対象となり

ます。 

●原則的には週に 1 回ですが、延

べて平均週 1 回が対象となるよう

融通は利かせたい。 

2 財政見通しに

ついて 

●人件費が年々減少する推計とし

ている根拠は 

 

●基金残高がゼロ円となることに

対する対応は 

 

 

●高齢化率が高まる中で若年層が

少なくなってくるが、借金の返済

をどのように考えるのか。 

●歳入を増やす取り組みが見受け

られないが、どのような対策を考

えているか。 

●適正な定員管理により行財政改

革を進め人件費を削減していきま

す。 

●今以上の行財政改革を進めてい

き基金がゼロ円にならないように

したい。また、民間でできること

は民間に任せていきたい。 

●平成28年には今年度と比較して

15 億円は少なくなり、負担は軽減

していく予定です。 

●大きな部分での対策は難しいた

め、小さな取り組みとなるが、封

筒や町報の公告収入などの取り組

みを行なっている。 

3 公共施設の管

理について 

●公共施設（天神桜づつみ）の管

理について、地元で使っているこ

ともあり、年２回実施しているク

リーン作戦の人員を施設の清掃に

充てたいと思っているがどうか。 

●改めて回答したい。 

地元が地域の財産を維持管理する

ことが地域づくりにつながるとも

考えますので、検討させていただ

きたい。 

4 災害対策の取

組みについて 

●島根原発が遠くはないが、万が

一に備えての対策はあるのか。 

 

●安全対策は北栄町のみだけでな

く県全体で考える必要があるため

今後の動きに注視したい。 



5 防風林につい

て 

●雪害によって防風林（松）の枝

折れがあったが、今後の対応は。 

 

●保安林改良事業によって、新し

い苗木を植栽するような計画が進

められています。 

6 風力発電につ

いて 

●風力発電について、償還の状況

についてはどうなっているのか。

耐用年数以降の管理はどうなる予

定か。 

 

●15 年間かけて借入金を返済する

計画です。売電収入も順調に入り

完済後は黒字になる計画です。借

入金完済以降の運営をどうするか

については、社会情勢やみなさん

の意見をもとに検討したいと思い

ます。 

7 人口対策・結

婚対策につい

て 

●人口対策について、大きな企業

も少なく雇用の場も少ないため、

難しい問題であると思うがどのよ

うに進めるのか。 

 

●町職員には結婚支援事業のサポ

ーターをお願いしたい。結婚した

いという気持ちを持たせてほし

い。 

●雇用問題は町全体で考える必要

があることですが、新しい結婚対

策事業においては、若者が集う場

所をつくり、元気な若者を増やす

ことを目標にして実施します。 

●なかなか雰囲気づくりは難しい

ところですが、事業を行う中で環

境づくりを進めたい。家庭や職場

での環境づくりも必要です。 

8 高齢者対策に

ついて 

●いきいきサロンも行われている

が、地区内には高齢で独り住まい

の方も多く、自治会内での助け合

いも必要であると考えるが、町と

してはどのように考えているか。 

●いきいきサロンは町が社会福祉

協議会に委託している事業です

が、事業仕分けでも是非続けるよ

うにと言われた事業でもありま

す。閉じこもり予防と地域づくり

の役割を担っていることから今後

も推進していきたい。 

また、独り暮らしの方に対しては、

民生委員や愛の輪推進員、そして

自治会で見守っていきたい。また、

事業所の見守り隊でもサポートし

ています。 

9 庁舎統合につ

いて 

●庁舎統合についての説明がメリ

ットばかりであり、デメリットが

ない。また、金額の説明もない。 

 

●今年は健診会場が大栄地区のみ

となったが、健診会場が遠くなっ

ったため受診率が低くならないよ

うに、できるだけ従来どおりの会

●考え方についての説明のみに止

めました。重要な問題であるため

じっくり話し合いをして進めたい

と考えています。 

●受診率が高くなるような方法を

とりたい。 

 

 



場設定をお願いしたい。 

●合併時はメリットだけだった

が、今になってデメリットが出て

くる。今後さらに大きな枠組みで

の自治体を考えた場合のメリッ

ト・デメリットを明確に示してほ

しい。 

●庁舎統合は将来赤字が見える中

で進める必要があるのか。現在が

不便であっても住民は我慢すると

思うが如何か。 

 

●今後のことは分からないので、

今できる最善の策を実行していく

ことが重要と考えます。 

窓口業務は、北条地区にも残した

い。 

 

●議会に説明をしたこともあり、

住民説明の必要もあることから、

今回説明させていただいたが、統

合ありきではありません。議会、

住民のみなさんと対話していきた

いと思います。 

10 用水路につい

て 

●現在、用水路が止められている。

防火用水としても必要であるが。 

 

 

●みどり一区南、通学路沿いの排

水路では流水が滞留しており、特

に夏場には不衛生である。対応を

お願いしたい。 

●土地改良区から自治会へ通知が

届いているはずで、消火の際は消

火栓や防火水槽で対応していただ

くこととなります。 

●上北条土地改良区が管理する排

水路となっていると思うが、維持

管理をしてもらえるよう協議す

る。 

 


